
子どもの歌唱表現に関する一考察

－幼稚園における歌唱指導を通して－

大森　由美子（幼児音楽）

１．はじめに

　通りを歩いていると、時折、子どもたちの元
気な歌声が表まで聞こえてくることがある。
　「ああ、こんなところに幼稚園がある」と微
笑ましい思いで近づいてみると、その声は、歌っ
ているというよりほとんど「どなり声」に近く、
歌詞の意味はもちろん言葉自体が聞き取れない
場合があったりする。そんな時に、「いったい、
この子どもたちの喉は、始終こんな大声をだし
ていて大丈夫だろうか」と心配になったりする。
　このような集団歌唱の場合において子どもた
ちが慢性的に「どなり声」でうたっている現象
は、これまでにも研究者によって指摘されてい
るにもかかわらず、社会的には「元気でいかに
も子どもらしい声」として、肯定的に受け止め
られることが多い。
　しかしながら、幼少時における慢性的な「ど
なり声」は、いまだ柔らかい幼児の声帯を傷め
る恐れがあり、決して好ましいこととは言えな
いものがある。さらには、幼児が、音楽の持つ「美
しさ」の本質を感じ取ることを妨げる場合さえ
考えられる。これらは「表現」の趣旨に逆行す
るものと言える。
　一方、今回、改訂された「幼稚園教育要領」
の領域「表現」には「表現する過程を大切にし
て自己表現を楽しめるように工夫すること」と
いう言葉が付け加えられ、教師は幼児の心の動
きを大切に受け止めながら、幼児が表現する喜
びを十分に味わえるように援助・指導すること
がこれまで以上に求められている。
　以下に、筆者がこれまでに幼稚園において子
どもたちに歌唱指導を行った体験から、幼児の
音楽表現活動に関して考察を行うものとする。

２．対象及び方法

１．対象の属性

　Ａ幼稚園（岐阜市）

16 年度	 年少（３歳児）42 名
	 年中（４歳児）54 名
	 年長（５歳児）49 名

17 年度	 年少（３歳児）44 名
	 年中（４歳児）50 名
	 年長（５歳児）54 名

18 年度	 年少（３歳児）40 名
	 年中（４歳児）46 名
	 年長（５歳児）40 名

２．指導の期間と方法
　
　平成 16 年 11 月から平成 19 年１月までの
期間、幼稚園の行事の日程と調整しながら、
園児に対して月１～２回の歌唱指導を行っ
た。
　指導は、各クラス 20 ～ 30 分間の時間をと
り、クラスの全員を対象として、姿勢、腹式
呼吸、自然で無理のない発声法、等に注意し
たうえで、子どもたちが存分に声を出して、
楽しくのびのびと歌うことを心がけた。
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３．結果及び考察

①5歳児クラスの歌唱指導例 (初回）
　：平成16年11月 24日

イ）腹式呼吸
『今日はみんなの誕生日で、前にはお祝いのケー
キがある』という設定を園児達に説明をする。
そのうえで、まず「ケーキ」のいいにおいを口
を閉じて鼻からおなかにいっぱい吸い込むよう
指導する。
　次に「ローソクを吹き消そう」と言って、ま
ず全員が１回で「フーッ」と吹き消してみる。
次に２回で「フッフーッ」さらに３回で「フッ
フッフーッ」と吹き消してみる。

ロ）発声練習
　まず筆者が大きなあくびをやってみせて、そ
れを園児達にまねをさせる。次に大きなあくび
をしながら、全員が「ドレミレド」の音階でゆっ
くりと「ア～ア～ア」と発声練習をする。

ハ）歌
　「あわてん坊のサンタクロース」等の既習曲
を全員でうたう。

考察

　歌唱指導の初回であったので、何よりもまず、
楽しくわかりやすい指導を心がけた。
　「誕生祝いのケーキ」を設定したことで、園
児達は皆、笑顔になった。筆者が大きく息を吸
い込んだりローソクを力いっぱい吹き消す動作
をすると、園児達もまねをして、何回もくり返
して楽しんだ。
　のどから大声を出すのではなく、おなかを
使って体全体で声を出すことを幼児に理解させ
るために、ことばによる説明ではなく、おなか
に息を吸い込んだり吐いたりする様子を全員に
筆者のおなかをさわらせることで実感させるよ
うにした。
　筆者のおなかをさわって腹式呼吸の実際にふ
れた園児達はおなかが大きくのび縮みして動く

様子に驚いて「ワーッ」と言いながら大興奮し
た。そして自分達でも一生けんめいおなかに息
を吸い込んだり吐いたりする動作をくり返して
遊んでいた。初めてのことでもあり、なかなか
うまくいかない子もいたが、それでも楽しそう
に何回もやっていた。
　また、筆者が大あくびをしながらのどの奥を
よくあけて発声練習をやってみせると、園児達
は大喜びでまねをした。
　幼児は、もともと、まねをするのが大好きで
ある。驚いたりすると、なおのこと、あきずに
何回もそのことをくり返して楽しむ様子を見せ
た。腹式呼吸も発声法も幼児にとっては、新し
いまねっこ遊びである。
　最後に既習曲として「あわてん坊のサンタク
ロース」を全員で歌った。その時、大声で張り
切って歌うと、のど声に戻ることもあったが、
その度に、筆者が「あくびだよ」といって大あ
くびをしてみせると、幼児は思い出して、あわ
てて柔らかい声で歌ったりした。

②４歳児クラスの歌唱指導例 (初回）
　：平成17年１月19日

イ）軽い体そう
　「みんなはお相撲さんが好き？」と子どもた
ちにきくと、大勢の子どもたちが「好き」と答
えた。「じゃあ、今日はみんなもお相撲さんに
なろうね」と言って『お相撲さんのまわしを、
みんなしっかり巻いている』という設定を園児
達に説明する。そのうえで、みんなでシコを踏
む練習をした。

ロ）発声練習
　「お正月はお餅を食べた？」と聞くと、皆、
元気に「うん」と答えた。「じゃあ、今から熱
いお餅をみんなで火傷しないように注意して食
べようね」と言って「ハフハフ」と口を大きく
開けながら、全員が「ドレミレド」の音階でゆっ
くりと「ア～ア～ア」と発声練習をした。

ハ）歌
　「うたえバンバン」（図①）、「明日は晴れる」
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等の既習曲を全員でうたう。

考察

　お正月明けの時期で、相撲の初場所があった
ころなので、力士の話をした。子どもたちは相
撲が好きらしく、すっかりお相撲さんになり
きって、まわしをしめてシコを踏むという動作
を元気に繰り返した。
　このようにして、下半身に意識を集中させる
ようにした上で、次に「お正月にお餅を食べる」
という設定で、「やけどしないように注意して
口を大きく開けながら」、発声練習をした。こ
れら２つの指導を通して、のどから声を出すと
いうのではなく「おなかから声を出す」という
ことを体で感じさせるようにした。
　最後に既習曲として歌った「うたえバンバン」
は、後半部分の中で、特に「あああ　いいな　歌
声はアイアイアイ」の部分が、自然で無理のな
い発声法で、のびのびと歌うのに非常に適した
曲である。このため、歌唱指導の最後にこの曲
を持ってくることによって、子どもたちは一連
の流れの中で、存分に声を出して、のびのびと
楽しく歌うことを体得できたように思われた。

③3歳児クラスの歌唱指導例 (初回 )
：平成17年 2月22日

イ）腹筋を意識させる
　子どもたちに「焼きいも好き？」と尋ねると、
皆、好きだと言う。「それじゃあ、これから、
やけどしないように、よく、フーフーして少し
冷ましてから食べようね」と話しかけ、手に持っ
たつもりの焼きいもに皆で息を吹きかける動作
をする。

ロ）発声練習
　焼きいもを食べようとしたらまだ熱いので、
やけどしないように口をハフハフさせながら、
その「アチチ」の口の形のままで「ア～ア～ア」
と「ドレミレド」の音階で発声練習をする。

ハ）歌
　「小さな世界」等の既習曲を歌う
その時、筆者が「模範唱」をする

考察

　熱い焼きいもにフーフーと息を吹きかける動
作をする際に筆者の周りに園児達を集めて交替
でおなかを触らせた。すると息を吹きかけるた
びに筆者のおなかが大きく動くことに園児達が
驚き目を丸くして不思議がった。
　その続きで「アチチ」の口の形で大きく喉を
開けて発声練習をした。
　最後に「小さな世界」（既習曲）を筆者が模
範唱をした。
　幼児は歌を耳で聞き、真似をして覚える。Ｃ
Ｄやビデオ等を活用することも大事だが、直接

「模範唱」を示して子どもに「模唱」させるこ
との大切さを忘れてはならない。
　心をこめて教師が歌うことで子どもの心に伝
えられるものがあるはずだ。幼い幼児なら、な
おさらである。

④4歳児クラスの歌唱指導例（発表会に向け
ての練習）：平成18年2月8日

イ）歌
　「世界中の子どもたちが」、「シアワセ」を歌う
　
考察
　
　２月 26 日は平成 17 年度の学習発表会が行わ
れる。
　会場は客席 800 の大ホールであるが、例年、
ビデオを撮影する保護者の方や幼い兄弟姉妹、
孫の成長を楽しみに訪れる祖父母の皆さん、そ
して友人、知人などで、さしもの広い会場もいっ
ぱいになり、熱気に包まれる。
　今回、４歳児クラスの子どもたちが歌う曲の
中で「シアワセ」（図②）は、曲の解説にも『聴
いているだけでしみじみとシアワセになってく
る』と書いてあるように、何とも心が温かくな
る曲である。
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図①「うたえバンバン」

－ 45 －



東海学院大学短期大学部紀要　第 37 号　（2011）

－ 46 －



子どもの歌唱表現に関する一考察

図②「シアワセ」
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　子どもたちは既に十分に練習し、一生懸命に
歌っているが、何かが足りない。
　そこで筆者は子どもたちに「みんなすごく上
手だよ。本当によく頑張ったね。発表会には大
好きなおうちの方がみんなの歌を楽しみに聴き
にみえるよ。すごく広い所で歌うから、客席の
お父さんやお母さんの所まで聞こえるように、
一生懸命歌おうね」と話した。
　そして、どなるのではなくおなかから大きな
声で歌うことと、みんなの気持ちが客席の大好
きな家族に届くように心をこめて歌うこと、の
二つを子どもたちに伝えた。
　発表会の当日、筆者は会場の客席で子どもた
ちの歌を聞いた。そして心が震えるような感動
を味わった。
　「子どもたちはここまで表現できるんだ !」と
思った。
　大学にいただけでは決して知ることが出来な
かったことを子どもたちから教えてもらった貴
重な体験だった。
　
４．おわりに

　子どもたちは本当に歌が好きだ。
　ある女の子は、「私もお母さんになったら、
うた上手になりたい！」と言って目を輝かせた。
30 分間の歌の時間が終わっても「もっと歌い
たい」と言ってなかなか子どもたちは終わろう
としない。5 分間延長しても「もっともっと歌
いたい」と言う。

　筆者が幼稚園における歌唱指導を通して子ど
もたちから学んだものは大きい。それまで大学
で学生に幼児音楽を教えてはいたものの、実際
の子どもたちに接したのは初めての経験だった。
　幼児の理解力、吸収し表現する力は筆者の想
像をはるかに超えていた。現在は、学生に対す
る指導を通してこれらの経験を伝えている。
　最後に、いつも筆者を温かく支えてくださっ
た幼稚園の教職員の皆さまに、心からお礼を申
し上げたい。
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